
「
現
代
文
学
」

誌
上
の
日
野
啓

「
現
代
文
学
」

創
刊
号
ま
で

日
野
啓
三
や
大
岡
信
に
よ
る
同
人
雑
誌
の
発
行
計
画
は

一
九
四
九

(
昭
和

一
一
四
)
年
の
頃
、
官
立
第
一
高
等
学
校
の
明
寮
三
階
読
書
室
で
進
め
ら
れ
た
よ

う
だ
。
当
時
こ
の
部
屋
に
は
、

一
九
四
九

(
昭
和
二
四
)
年
に
文
科
甲
類
を
卒

業
し
た
日
野
啓
三
と
一
九
五

O
(
昭
和
二
五
)
年
に
文
科
丙
類
を
卒
業
す
る
大

岡
信
と
が
同
居
し
て
い
た
。
大
岡
信
「
『
向
陵
時
報
』
終
刊
の
こ
ろ
」
(
「
向
陵
」

第
四
一
巻
第
二
号
、

一
九
九
九
年
一

O
月
三
日
付
発
行
)

に
、
次
の
よ
う
な
言

説
が
あ
る
。私

が
時
報
委
員
に
な
る
前
の
前
任
時
報
委
員
は
日
野
啓
三
だ
っ
た
。
(
略
)

彼
は
私
の
一
級
上
の
文
甲
の
生
徒
で
、

明
寮
三
階
読
書
室
に
一
人
で
住
ん

で
い
た
。
他
の
部
屋
は
六
、
七
人
ず
つ
い
た
の
に
こ
の
部
屋
だ
け
が
居
住

者
一
名
と
い
う
の
は
、
こ
こ
が
入
口
階
段
を
三
階
ま
で
上
が
っ
た
と
っ
か

か
り
の
、
た
ぶ
ん
以
前
は
荷
物
な
ど
の
置
き
場
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
小

部
屋
だ
っ
た
か
ら
で
、
私
も
委
員
に
就
任
し
た
時
こ
の
部
屋
に
引
越
し
た
。

日
野
は
東
大
社
会
学
科
に
入
っ
た
が
、
適
当
な
下
宿
が
な
く
、
半
年
間
く

ら
い
私
の
部
屋
に
同
居
し
て
い
た
。
私
た
ち
は
こ
こ
で
、
新
た
に
数
人
の

山

内

群

史

友
人
と
共
に
同
人
雑
誌
を
出
す
計
画
を
進
め
た
り
し
て
い
た
。
住
む
べ
き

下
宿
も
き
わ
め
て
乏
し
い
時
代
だ
っ
た
。
彼
の
同
居
は
当
然
学
校
に
は
無

届
け
だ
っ
た
。

私
た
ち
の
同
人
雑
誌
計
画
は
一
年
ば
か
り
し
て
実
現
し
た
。
誌
名
は
『
現

五
号
ま
で
出
し
た
。
そ
れ
は
私
が
東
大
へ
進
ん
だ
あ
と
だ

代
文
学
』
で
、

っ
た

q
t
u
 

A
生

「
時
報
委
員
」

日
野
啓
三
に
よ
れ
ば

コ
向
陵
時
報
」
編
集

と
い
う
の
は
、

委
員
兼
文
芸
部
委
員
」

で
あ
っ
た
。
「
台
風
の
眼
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
一
言
説
も

あ
る
。

文
芸
部
委
員
は
か
つ
て
文
芸
部
雑
誌
を
出
す
の
が
仕
事
だ
っ
た
の
だ

が
、
経
済
的
に
独
立
の
雑
誌
を
出
せ
な
く
て

「
向
陵
時
報
」
新
聞
の
一
部

に
投
稿
の
短
篇
小
説
を
掲
載
す
る
、

と
い
う
便
宜
的
な
事
情
か
ら
兼
任
と

い
う
こ
と
に
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。

中
村
稔
も
『
向
陵
誌

駒
場
編
』
(
二
口
同
同
窓
会
、

一
九
八
三
年
二
一
月
一
日

付
発
行
)

「
文
芸
部
」
欄
で

「
明
寮
三
階
の
読
書
室
を
文
芸
部
の
部
室
と
し

の

て
、
こ
こ
で
」

「
そ
れ
ぞ
れ
文
芸
部
委
員
と
し
て
生
活

日
野
啓
三
や
大
岡
信
が

し
て
い
た
こ
と
に
間
違
い
な
い
」
と
回
想
し
て
い
る
。

日
野
啓
三
が
第
百
七
十
五
期
寄
宿
寮
委
員
の

「
時
報
委
員
」
に
就
任
し
た
の



「現代文学」誌上の日野魯三

lま

一
九
四
八

(
昭
和
二
三
)
年
九
月
一

O
日
で
、
大
岡
信
が
第
百
七
十
六
期

の
寄
宿
寮
委
員
の
「
時
報
委
員
」
に
就
任
し
た
の
は
、

年
の
一
二
月
三
日
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
日
野
啓
三
「
年
譜
」
の
二
九
四
九
(
昭

一
九
四
八
(
昭
和
二
一
二
)

和
二
四
年
)
」

の
項
に
、
東
大
に
進
ん
だ
後
「
三
鷹
市
大
沢
の
父
の
知
人
宅
に
下

宿
、
ま
だ
雑
木
林
の
多
か
っ
た
武
蔵
野
を
歩
き
ま
わ
っ
て
ド
ス
ト
エ
ア
ス
キ
ー

と
あ
る
。
大
岡
信
が

「
時
報
委
員
」
に
就
任
し
た
一
九
四
八

を
読
み
耽
っ
た
」

(
昭
和
二
三
)
年
一
二
月
三
日
か
ら
、

日
野
啓
三
が
父
の
学
生
時
代
の
友
人
宅

「
三
鷹
市
大
沢
て
三
八
七
」
に
下
宿
す
る
ま
で
の
頃
、
明
寮
三
階
読
書
室
で
、

ふ
た
り
は

「
新
た
に
数
人
の
友
人
と
共
に
同
人
雑
誌
を
出
す
計
画
を
進
め
た
」

と
い
う
の
だ
。

日
野
啓

「
大
岡
信
の
思
い
出
」
(
「
ユ
リ
イ
カ
」
第
八
巻
第

四
号
、

一
九
七
六
年
一
二
月
一
日
付
発
行
)

に
よ
れ
ば
「
旧
制
二
両
の
寄
宿
寮

の
、
文
芸
部
委
員
室
(
向
陵
時
報
編
集
室
)

に
彼
と
半
年
ほ
ど
ふ
た
り
で
起
居

し
た
」
と
あ
る
か
ら

そ
れ
は

一
九
四
八
年
二
一
月
か
ら
一
九
四
九
年
五
，

六
月
頃
ま
で
の
事
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
日
野
啓
三
に
よ
れ
ば
、
「
数
人
の
友
人
」

と
は
、
「
一
高
時
代
の
同
級
生
」
文
科
甲
類
の
山
本
思
外
里
、

二
年
後
輩
」

大
岡
信
と
同
じ
文
科
丙
類
の
丸
山
一
郎
、
稲
葉
三
千
男
ら
で
、
「
同
人
雑
誌
」
と

は
、
彼
が
大
学
「
二
年
に
な
っ
て
」
出
し
た
「
原
稿
を
綴
じ
た
だ
け
の
回
覧
同

人
誌
」
「
二
十
代
」

と
、
「
三
年
に
進
ん
で
か
ら
」
出
し
た
、
ガ
リ
版
刷
り
の
同

人
誌
「
現
代
文
学
」
と
を
指
す
よ
う
だ
。

「
結
局
、

回
覧
誌
を
五

日
野
啓
三
は

冊
、
ガ
リ
版
誌
を
五
号
の
計
十
号
を
出
し
た
の
だ
か
ら
、
学
生
の
同
人
誌
と
し

て
は
結
構
続
い
た
方
だ
ろ
う
」
と
い
う
。

「
二
十
代
」

lま

一
九
五

O

(
昭
和
二
五
)
年
六
月
に
創
刊
号
が
発
行
さ
れ

た
。
巻
頭
「
評
論
」
欄
の
日
野
啓
三

「
若
き
日
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
人
道

主
義
と
い
う
自
己
欺
瞬
|
」

の
他
、
「
詩
」
欄
の
大
同
信
「
極
み
」
「
海
に
つ
い

て
」
の
二
篇
と
、
「
創
作
」
欄
の
丸
山
一
郎
「
色
彩
狂
詩
曲
(
四
二
枚
)
」
、
山
本

思
外
里
「
夏
の
人
(
五
二
枚
)
」
、
稲
葉
三
千
里
「
影
芝
居
(
五
六
枚
ご

の一二四扇

と
が
見
ら
れ
る
。
日
野
啓
三
に
よ
れ
ば
「
若
き
日
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
」
は
、

彼
の

「
初
め
て
文
学
に
か
か
わ
る
文
章
」

で
あ
っ
た
と
い
う
。
執
筆
当
時
「
ラ

ス
コ
!
リ
ニ
コ
フ
の
如
く
貧
し
か
っ
た
が
、
赤
門
前
の
喫
茶
庖
で
、
同
人
た
ち

と
毎
日
ダ
べ
る
の
は
楽
し
か
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。
佐
野
洋
(
丸
山
一
郎
)

の

「
需
を
持
っ
た
男
」
(
「
ユ
リ
イ
カ
」
第
八
巻
第
一
四
号
、

一
九
七
六
年

月
一
日
付
発
行
)

に
よ
れ
ば

回
覧

同
人
雑
誌
を
発
行
す
る
前

「
私
た
ち
は

雑
誌
を
や
っ
て
い
た
。
原
稿
を
持
ち
寄
り
、
製
本
し
た
上
で
、

回
覧
す
る
と
い

う
形
式
な
の
だ
が
、

そ
の
末
尾
十
数
ペ
ー
ジ
は
、
白
紙
が
綴
じ
こ
ま
れ
、

ヲ
て
こ

に
五
い
の
批
評
を
書
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
」
と
い
う
。

一
九
五

O
(昭
和

五
)
年
八
月
発
行
の

「
二
十
代
」
第
三
号
に
は
、
大
岡
信
の

44 

「
日
野
君
に
」
と

題
す
る
作
品
評
が
み
ら
れ
る
。
「
末
尾
」
に
「
綴
じ
こ
ま
れ
」
た
「
白
紙
」

に
書

か
れ
た

「
批
評
」

で
あ
ろ
う
。
「
日
野
君
に
」

に
依
れ
ば
、

日
野
啓
三
は
、

の

十
代
」

に
、
「
評
論
」
と
「
ド
ラ
マ
」
と
「
小
説
」
と
を
発
表
し
た
よ
う
だ
。
大

岡
信
の
評
言
を
、
要
約
し
て
示
し
て
お
こ
う
。

「
評
論
」
に
つ
い
て
は
、
「
足
踏
み
を
痛
ま
し
く
思
う
」
と
評
し
て
い
る
。
「
書

か
な
く
て
も
よ
い
も
の
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
所
」
に
「
足
踏
み
」
が
あ
る
。
「
書

く
べ
き
こ
と
」

「
如
何
に
賭
け
る
か
」

で
あ
る
。
「
君
は
、
賭
け
た
人
と
賭

lま

け
る
こ
と
に
失
望
し
た
人
」
と
を
書
い
て
い
る
。
ご
」
の
よ
う
な
方
向
の
評
論
」

に
は
、
「
裁
断
し
、
進
ん
で
原
理
を
明
示
す
る
」
と
い
う
「
賭
け
」
が
必
要
だ
ろ

は
「
賭
け
た
人
を
描
い
て
遂
に
賭
け
は
し
な
か
っ
た
」
と
指

ぅ
。
「
君
の
評
論
」

摘
し
て
い
る
。

「
ド
ラ
マ
」

に
つ
い
て
は
、
「
日
野
啓
三
ご
と
か

「
観
客
」
と
か
が
登
場
す
る



が
、
そ
の

「
必
然
性
が
な
い
」

「
み
ど
り
の
背
が
微
か
に
ふ

と
指
摘
し
て
い
る
。

る
え
る
」
と
い
っ
た
ト
書
き
が
目
に
つ
く
が
、
「
読
む
ド
ラ
マ
と
し
て
も
」
後
半

は
蛇
足
で
、
前
半
だ
け
で
い
い
。
「
こ
の
よ
う
な
野
心
は
」
も
っ
と
「
堂
々
た
る

論
拠
の
下
に
企
て
ら
れ
る
べ
き
」
だ
と
-
評
し
て
い
る
。

「
小
説
」
に
つ
い
て
は
、
一
は
「
都
会
趣
味
」
を
以
て
書
か
れ
て
い
て

舌
」
が
目
立
つ
。
「
僕
」
は
こ
の
後
半
か
ら
三
を
愛
す
る
。
三
は
「
私
小
説
的
」

な
「
君
の
人
柄
が
直
に
迫
っ
て
く
る
」
よ
さ
が
あ
る
。
全
体
的
に
作
口
品
叩
の
「
二
=

葉
の
脆
さ
」
が
気
に
な
る
。
特
に
一
で
は
「
賛
肉
が
多
す
ぎ
る
。
」
「
言
葉
の
抑

制
に
よ
る
カ
の
噴
出
」
を
心
掛
け
て
欲
し
い
。

韓

以
上
大
岡
信
「
日
野
君
に
」

の
作
品
評
の
う
ち
、
「
評
論
」

は
、
「
若
き
日
の

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
」
で
、
「
賭
け
た
人
と
賭
け
る
こ
と
に
失
望
し
た
人
」
と
は
、

若
き
日
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の
こ
と
か
と
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「
ド
ラ
マ
」

と
「
小
説
」
と
は
、
標
題
さ
え
も
不
明
で
あ
る
。
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
日

を
待
ち
た
い
。
と
、
も
あ
れ
、

日
野
啓
三
に
良
き
評

こ
れ
ら
大
岡
信
の
評
一
一
言
は

丑
一
口
と
感
じ
ら
れ
、
自
省
の
材
と
し
て
活
用
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
佐
野
洋
(
丸

山
一
郎
)

「
需
を
持
っ
た
男
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
言
説
が
あ
る
。

。コ
そ
の
回
覧
雑
誌
は
、

日
野
啓
三
の
と
こ
ろ
に
二
冊
、

私
の
も

い
ま
も
、

と
に
一
冊
と
い
う
形
で
残
っ
て
い
る
が
、

日
野
は
、
あ
る
と
き
、

そ
れ
を

「現代文学」誌上の日野啓三

引
っ
ぱ
り
出
し
て
読
み
返
し
、
大
岡
と
は
恐
る
べ
き
奴
だ
と
思
っ
た
と
い

λ
ノ。

日
野
啓
三
は
、
戦
闘
的
な
文
芸
評
論
で
文
壇
に
登
場
し
、
や
が
て
自
ら

実
験
的
な
小
説
を
書
き
、

つ
ぎ
に
、
私
小
説
的
な
作
品
に
よ
っ
て
、
芥
川

賞
を
受
賞
し
た
。
だ
か
ら
、

日
野
啓
三
は
年
令
と
と
も
に
変
っ
た

i
!と

い
う
評
価
を
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
が
、
大
岡
は
、
二
十
数
年
前
に
、
す
で

に
、
今
日
の
日
野
を
予
見
し
た
文
章
を
、

そ
の
『
相
互
批
評
欄
』
に
書
い

て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。

「
私
小
説
的
な
作
品
に
こ
そ
、
日
野
の
才
能
は
開
花
す
る
の
で
は
な
い
か
、

と
一
言
っ
た
意
味
な
ん
だ
が
、

と
に
か
く
、
あ
い
つ
の
鑑
賞
眼
は
、
大
し
た

も
の
だ
よ
」

日
野
は
、
電
話
で
、

そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
。

「
二
十
代
」

の
仲
間
は
、
同
じ
高
校
の
文
科
出
身
者
だ
け
で
あ
っ
た
。
大
岡

信
に
よ
れ
ば
、
「
高
等
学
校
は
違
っ
た
が
東
大
で
私
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
た
」
と

か
ね
ま
る

い
う
金
子
鉄
麿
を
加
え
て
、
「
現
代
文
学
」
が
発
行
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
一

昭

和
二
六
)
年
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
大
岡
信
「
大
き
な
肯
定
へ
の
意
志
」
(
「
朝

日
新
聞
(
夕
刊
ご
第
四
一
八
六
九
号
、
二

O
O
二
年
一

O
月
一
八
日
付
発
行
)

に
よ
れ
ば
、
「
現
代
文
学
」
は
「
日
野
を
中
核
に
置
い
た
」
同
人
雑
誌
だ
っ
た
と

日
野
啓
三
の
回
想
に
よ
れ
ば
「
大
岡
が
詩
を
、
丸
山
が
小
説
を
、
私
が

F
D
 

4
 

、、、
、
わ

v
v
h
v

思
想
的
傾
向
の
強
い
文
芸
評
論
を
書
く
」
と
あ
る
。
創
刊
号
の

「
目
次
」
を
掲

げ
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

帝
T
A同

一
三
日
雪
n
H

第
二
の
創
世
期

l
=
ヒ
リ
ズ
ム
文
学
の
系
譜

1 

日
野

啓

詩
と
夜
の
旅

1 7 

大
岡

幸一口
'taq
，a
 

表
現
主
義
運
動
の
問
題
性

57 43 38 35 22 

金
子

鉄
麿

土
寸

ユ
ヨ
ロ

《
パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ
に
》
他

エ
リ
ユ
ア

l
ル

詩
抄

大
岡

一言口，sl
 

創
作

防
響
室

自E

丸
山

病
め
る
ハ
イ
ラ
ン
ド

山
本
思
外
里

創
刊
時
の
「
現
代
文
学
」
同
人
は
、
「
イ
ロ
ハ
順
」
で
、
大
岡
信
、
和
田
誠
一
、

金
子
鉄
麿
、
山
本
思
外
里
、
丸
山
一
郎
、

日
野
啓
三
の
六
名
で
あ
っ
た
。
和
田



「現代文学j誌上の日野啓三

誠
一
は
、
大
岡
信
と
同
期
の
一
高
文
科
丙
類
卒
で
東
大
法
学
部
に
在
籍
。
他
の

五
名
は
「
東
大
文
学
部
」
在
籍
の
学
生
で
あ
っ
た
。

「
第
二
の
創
世
期
」

か
れ
た
」
現
実
と
「
民
衆
」
の

日
野
啓
三

は
、
「
十
九
世
紀
の
ロ
シ
ヤ
知
識
人
た
ち
の
お

「
沈
黙
」
と
か
ら
説
き
起
こ
し
て
い
る
。
「
二
十

代
」
創
刊
号
に
発
表
の

「
若
き
日
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
」
を
継
い
だ
稿
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

日
野
啓
三

「
台
風
の
眼
」

で
の
回
想
に
「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ

ー
か
ら
、

ア
ル
ツ
イ
パ

i
シ
ェ
フ
ら
世
紀
末
の
虚
無
主
義
作
家
、
革
命
直
後
の

同
伴
者
文
学
に
至
る
ロ
シ
ア
の
雑
階
級
知
識
人
た
ち
(
つ
ま
り
新
し
い
都
市
中

間
層
)

の
文
学
と
生
き
方
を
踏
ま
え
て
、
現
代
の
自
分
の
生
き
方
を
手
探
り
す

る
エ
ッ
セ
イ
的
評
論
を
書
く
。
」
と
あ
る
言
説
は
、
こ
の

「
第
二
の
創
世
期
」
を

指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
創
刊
号
の
現
物
を
手
に
す
る
事
、
が
叶
わ
な
か
っ
た
た
め
、

内
容
を
確
認
す
る
事
が
で
き
な
い
。

E 

「
現
代
文
学
」
第
二
号

「
現
代
文
学
」
第
二
号
の
目
次
を
一
示
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

官
T
A岡

2
3
"
"
4
1
-
n
 

現
代
文
学
と
は
何
か

日
野

啓

土手
二一=一口

詩
二
篇

大
同

戯
曲

鵬
風
の
来
る
日

(
一
幕
)

金
子

鉄
麿

特
集

現
代
文
学
の
問
題

政
治
と
文
学

宗
教
と
文
学

科
学
と
文
学

歴
史
と
文
学

生
活
と
文
学

喜
評

ク
ラ
ウ
ス
・
マ
ン
『
イ
ン
テ
リ
は
生
き
ら
れ
な
い
』

犬
困

れ
い
子
日

説

避
遁

山
本
思
外
里

69 58 44 

漂
流

誠

和
田

棺
系

丸
山

自日

「
現
代
文
学
」
第
二
号
は

(
昭
和
二
六
)
年
七
月
一
日
付
で
発

一
九
五

行
さ
れ
た
。
編
集
発
行
人
日
野
啓
三
。
発
行
所
「
現
代
文
学
」
編
集
部

東
京
都
千
代
田
区
神

東
京

都
大
田
区
市
野
倉
町
丸
山
一
郎
方
。
印
刷
所

田
猿
楽
町
一
ノ
五
で
あ
っ
た
。
「
現
代
文
学
同
人
」 南

雲
堂

は
七
名
。
二
号
か
ら
「
新
し

く
同
人
と
な
っ
た
」
犬
回
れ
い
子
は
、
「
東
大
文
学
部
」

の
学
生
で
あ
っ
た
。

巻
頭
に
日
野
啓
三
の
評
論
「
現
代
文
学
と
は
何
か
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
文
末
に
は

「
(
一
九
五
一

と
あ
っ
て
、
二
十
二
歳
の
誕
生

六
・
一
四
ご

日
の
脱
稿
と
知
れ
よ
う
。
当
時
の
彼
の

「
現
代
文
学
」
に
つ
い
て
の
思
考
が
如

実
に
示
さ
れ
た
評
論
で
あ
る
。

「
評
論
」
が
、
識
者
の
注
目
を
受
け
、
「
新
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こ
の

人
批
評
家
」
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

日
野
啓
三
の

「
思
考
の
出
発

点
」
と
な
っ
た

「
重
要
な
評
論
」

で
あ
る
。

そ
の
要
旨
に
つ
い
て
は
、
次
の
皿

で
、
加
藤
周

「
新
し
い
批
評
家
」

に
紹
介
さ
れ
た
、
要
約
に
よ
っ
て
示
す

と
に
し
よ
う
。

日
野
啓
三
作
製
の

に
よ
れ
ば
、
「
昭
和
二
十
六
(
一
九

「
年
譜
」

2 

五
一
)

の
項
に
、
次
の
よ
う
な
言
説
が
あ
る
。

二
十
二
歳
」

14 

ガ
リ
版
刷
り
の
同
人
誌
「
現
代
文
学
」
を
出
す

(
5
号
ま
で
)

0

「
一
一
ヒ
リ

1 9 

ズ
ム
文
学
の
系
譜
」
「
現
代
文
学
と
は
何
か
」
な
ど
の
評
論
を
書
く
。
/

27 

荒
氏
の
す
す
め
で

「
近
代
文
学
」

「
野
間
宏
論
」
「
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
論

ー
ひ
と
つ
の
伝
説
に
つ
い
て
」
「
堀
田
善
衛
論
」
な
ど
を
書
く
。
/
こ
れ

ら
の
評
論
(
い
ず
れ
も
単
行
本
来
収
録
)
と
く
に
「
現
代
文
学
と
は
何
か
」

で
、
新
人
批
評
家
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

一
九
五

「
近
代
文
学
」
第
六
巻
第

(
昭
和
二
六
)
年
八
月
一
日
付
発
行
の



五
号
「
第
五
十
号
記
念
」

「
戦
後
作
家
論
」
欄
に
は

日
野
啓
三
「
野
間
宏

の

論
」
と
丸
山
一
郎

「
加
藤
周
一
論
」
が

「ωoor田
」
欄
に
は
丸
山
一
郎
の

椎

名
麟
三
著
『
赤
い
孤
独
者
』
」
が

一
九
五

(
昭
和
二
六
)
年
九
月
一
日
付
発

行
の

「
近
代
文
学
」
第
六
巻
第
六
号
の

「
現
代
外
国
作
家
論
」
欄
に
は
、

日
野

啓
三
「
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
論
|
ひ
と
つ
の
伝
説
に
つ
い
て
!
」
と
山
本

思
外
里
「
ブ
ア
ジ
ェ

l
エ
フ
論
」
が
、

一
九
五

(
昭
和
二
六
)
年
二
一
月

日
付
発
行
の
「
近
代
文
学
」
第
五
巻
第
八
号
に
は
、
「
現
代
日
本
作
家
論
」
欄
に

日
野
啓
三
「
堀
田
善
衛
論
(
時
風
の
眼
と
い
う
こ
と
ご
と
「
図
。
。
町
田
」
欄
に
山

本
思
外
里

「
パ
パ
イ
エ
フ
ス
キ
イ
著
『
金
の
星
の
騎
士
』
岩
上
順
一
訳
」
な
ど

「
年
譜
」
で
日
野

が
見
ら
れ
、
「
現
代
文
学
」
同
人
の
活
躍
が
目
に
立
つ
。
別
の

啓
三
は
、
次
の
よ
う
に
も
追
想
し
て
い
る
。

二
号
に
掲
載
し
た

「
現
代
文
学
と
は
何
か
」

お
よ
び
同
じ
頃
雑
誌
「
近
代

文
学
」
に
書
い
た
「
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
論
|
ひ
と
つ
の
伝
説
に
つ

い
て
」

は
、
古
典
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
政
治
的
な
変
革
運
動
の
双
方

に
反
対
し
な
が
ら
、
現
状
傍
観
的
で
な
い
人
間
的
な
場
は
い
か
に
し
て
可

能
か
、

と
い
う
二
者
択
一
を
超
え
る
地
点
を
探
り
当
て
よ
う
と
し
て
、

の
後
の
思
考
の
出
発
点
と
な
っ
た
重
要
な
評
論
。

「
反
現
実
的
現
実
主
義
」
と
も
い
う
べ
き
「
立
場
な
き
立
場
」
が
、

そ
の
後

「現代文学」誌上の日野啓三

「
H

虚
点
μ

と
い
う
言
葉
に
結
晶
」

し
た
と
い
う
。

な
お
、

日
野
啓
三
の

「
現
代
文
学
と
は
何
か
」
が
発
表
さ
れ
た
後

九
五

(
昭
和
二
六
)
年
九
月
一
日
付
発
行
の

「
文
学
界
」
第
六
巻
第
九
号
に
、

林
秀
雄
と
大
岡
田
弁
平
と
の
対
談
「
現
代
文
学
と
は
何
か
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

或
い
は

「
文
学
界
」
編
輯
者
が
日
野
啓
三
の
論
題
に
示
唆
さ
れ
て
の
企
画
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

却
説
、
「
現
代
文
学
」
第
二
号
の

現
代
文
学
の
問
題
」
欄
の

「
政
治

「
特
集

と
文
学
」
も
、
末
尾
に
「

(
H
ご
と
あ
る
か
ら
、

日
野
啓
三
の
手
に
な
る
稿
と

判
断
さ
れ
る
。

こ
こ
で
も
、
「
現
代
文
学
と
は
何
か
」
と
同
様
に

「
現
代
に
文

学
の
成
り
立
っ
た
め
に
は
、
政
治
の
非
人
間
性
に
抵
抗
す
る
と
い
う
形
で
自
己

の
人
間
的
リ
ア
リ
テ
ィ
を
文
学
的
リ
ア
リ
テ
ィ
に
ま
で
高
め
う
る
文
学
と
い
う

答
え
を
う
る
た
め
に
、
政
治
と
文
学
の
否
定
的
相
聞
と
い
う
関
係
仕
方
を
考
え

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
提
言
し
、
「
現
代
」
に
「
文
学
」
を
「
成
立
」
さ
せ
る
た
め
、

「
新
し
い
文
学
を
新
し
い
政
治
と
文
学
の
相
関
図
式
の
設
定
に
よ
っ
て
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
「
政
治
と
文
学
」

の
問
題
は

一
九
五

(
昭
和
二
六
)
年
三
月

日
付
発
行
の

「
近
代
文
学
」
第
六
巻
第
三
号
所
掲
の
埴
谷
雄
高
、
花
田
清
輝

旦
両
六
郎
、
安
部
公
房
、
堀
田
善
衛
、
野
間
宏
、
平
田
次
三
郎
、
佐
々
木
基
一
、

か
ら
示
唆
を
得
て
の
成
稿
で
あ
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荒
正
人
等
に
よ
る

政
治
と
文
学
」

「
座
談
会

っ
た
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、
「
現
代
文
学
」
第
二
号
の

「
編
集
後
記
」

に
は
「
(
日
野
ご

の
署
名
が

そ

あ
っ
て
、

一
九
五

O
(昭
和
二
五
)
年
に
始
ま
っ
た
朝
鮮
戦
争
に
つ
い
て
の
、

次
の
よ
う
な
言
説
が
見
ら
れ
る
。

朝
鮮
に
於
い
て
、

人
は
既
に
軍
人
で
あ
る
か
、
避
難
民
で
あ
る
か
、

そ

の
二
つ
の
仕
方
で
し
か
存
在
し
え
な
い
ー
と
あ
る
朝
鮮
人
の
新
聞
記
者

が
か
い
て
い
た
。
彼
処
に
広
漠
の
赤
土
を
更
に
赤
く
染
め
る
こ
と
の
崇
高

さ
に
つ
い
て
、
ぼ
く
ら
は
多
く
耳
を
傾
け
て
も
き
た
し
、
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン

製
の
人
殺
し
道
具
の
人
間
実
験
に
つ
い
て
、

そ
の
愚
劣
さ
を
ぼ
く
ら
は
繰

返
し
語
っ
て
も
き
た
。

そ
う
し
た
花
や
か
な
悲
喜
劇
は
唯
、
物

言
わ
ず
呉
川
々
と
赤
い
赤
土
の
涯
を
流
浪
れ
続
け
る
避
難
民
の
群
と
い
う
背

し
か
し
、



「現代文学」誌上の日野啓三

景
を
前
に
し
て
は
じ
め
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
ぼ
く
ら
は
忘
れ
た
く

な
い
。
歴
史
の
被
害
者
た
ち
|
|
そ
し
て
被
害
者
だ
け
が
正
し
く
歴
史
の

背
景
で
あ
っ
た
し
、

之
か
ら
も
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
|
彼
等

こ
そ
「
私
が
い
つ
も
味
方
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
き
た
人
達
」
(
ベ
ス
ト
)

で
あ
り
、
ぼ
く
ら
自
身
も
亦
被
害
者
で
は
な
い
と
誰
が
保
証
し
よ
う
。

ダ
レ
ス
氏
の
摘
み
残
し
た
ス
ミ
レ
が
、
最
初
に
踏
み
に
じ
ら
れ
て
か
ら

早
一
年
目
の
日
を
間
近
く
、
毎
夜
慣
れ
ぬ
編
集
の
朱
筆
を
と
り
な
が
ら
、

ぼ
く
は
そ
れ
ら
黒
い
人
群
の
言
葉
な
き
抗
議
の
声
を
、
夜
の
彼
方
に
そ
し

て
自
ら
の
中
に
強
く
聴
く
よ
う
に
思
え
た
。
彼
等
無
数
の
味
方
の
人
達
の

た
め
に
、
従
っ
て
自
分
自
身
の
た
め
に
こ
の
さ
』
や
か
な
仕
事
は
あ

り
え
て
い
L

し
又
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
、
ぼ
く
の
信
ず
る
ひ
と
つ
の
理
由

で
も
あ
ろ
う
か
。

と
に
か
く

こ
L

に
第
二
号
を
発
行
し
え
た
こ
と
を
ひ
そ
か
に
喜
び
た

い
と
思
う
。

幼
少
時
を
「
朝
鮮
」

で
過
ご
し
、
敗
戦
後
二
週
間
余
の
死
物
狂
ひ
の
旅
の

後
」
引
揚
げ
船
で
帰
国
し
た
日
野
啓
三
に
と
っ
て
、
朝
鮮
戦
争
で
の
「
避
難
民
」

の
苛
酷
な
体
験
に
は
、
身
に
つ
ま
さ
れ
る
想
い
を
抱
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
に

コ
ー
、
ご
、
。

t
一
カ
し
J
J
E

し皿

「
現
代
文
学
」
第
三
号

「
現
代
文
学
」
第
三
号
の

「
目
次
」
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

帝

T
A問

コ-一
=
H
H
S
三
n
H

菱
山
修
三
論

信

大
岡

説

サ
ン
グ
ラ
ス

山
本
思
外
里

『
対
立
』

33 58 63 

丸
山

民日

随
木目、

如
何
に
生
く
べ
き
か

日
里子

啓

桂
離
宮
|
お
伽
の
国
文
化
に
つ
い
て

犬
回
れ
い
子

言寺

3 1 

挽
歌

大
岡

信

戯
曲

寒
冷
前
線
(
三
幕
)

1 

か
ね
こ
・
か
ね
ま
ろ

「
現
代
文
学
」
第
三
号
は
、

九
五

(
昭
和
二
六
)
年
一
一
月
二

O
日
付

で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
編
集
兼
発
行
人
大
岡
信
。
発
行
所
は
、
第
二
号
と
同
じ
。

印
刷
所

共
栄
社

東
京
都
杉
並
区
高
円
寺
一
ノ
一

O
。
同
人
氏
名
の
記
載
は

な
い
が
、
大
岡
信
「
編
集
後
記
」

に
「
百
三
十
部
印
刷
、

九
千
六
百
円
(
内
五

割
強
を
同
人
六
名
で
負
担
ご
と
あ
る
か
ら
、
第
三
号
発
行
時
の
間
人
は
寄
稿
者

の
六
名
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

却
説
、

天
野
貞
祐
に
、
『
如
何
に
生
く
べ
き
か
』
(
雲
井
書
応
、
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一
九
四
九
年

六
月
二
五
日
付
発
行
)

と
い
う
著
書
が
あ
る
。
谷
川
徹
一
二
、
農
下
信
一
、
新
島

繁
と
の
対
談
を
も
含
ん
だ
喜
だ
。

天
野
貞
祐
は
、

一
九
四
六

(
昭
和
二
一
)
年

二
月
九
日
一
高
校
長
に
就
任
し
、

(
昭
和
二
三
)
年
二
月
七
日
に
辞

一
九
四
八

職

一
九
五

O
(昭
和
二
五
)
年
三
月
六
日
第
二
次
吉
田
茂
内
閣
の
文
部
大
臣

に
就
任
し
て
い
る
。

日
野
啓
三
が
二
回
向
に
入
学
し
た
当
時
の
一
高
校
長
で
、

九
五

(
昭
和
二
六
)
年

一
月
当
時

文
相
の
職
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
虞
下

信
一
は
、
日
野
啓
三
が
二
両
の
弁
論
部
に
入
室
し
た
時
、
担
当
教
官
で
あ
っ
た
。

こ
の
天
野
貞
祐
の
書
と
問
題
の
随
想
を
書
き
、

如
何
に
生
く
べ
き
か
、

と
い
っ
た
問
い
は
既
に
平
和
な
時
代
の
遺
物
で

な
け
れ
ば
、
現
代
で
は
極
く
少
数
の
恵
ま
れ
た
特
権
で
あ
る
。
特
権
あ
る

83 37 

人
は
精
々
失
わ
ぬ
聞
に
そ
れ
を
利
用
す
る
が
い
L

。

と
批
判
し
て
い
る
事
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。



日
野
啓
三
は
、
「
知
何
に
生
く
べ
き
か
」

に
お
い
て
、

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の

「
現
代
の
特
殊
性
の
研
究
報
告
」

で
あ
る
『
作
家
の
日
記
』
の
矛
盾
と
背
反
に

注
目
し
、
「
目
的
の
絶
対
を
説
く
コ
ミ
ユ
ニ
ズ
ム
と
手
段
の
純
粋
に
固
執
せ
ざ
る

を
え
な
い
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
現
代
の
背
理
を
背
理
の
ま
ま
に
生
き
る

べ
き
で

「
如
何
に
生
く
べ
き
か
」

と
い
う

と
い
っ
た
問
い
が
無
意
味
で
あ
る
、

意
味
。
こ
れ
が
現
代
に
も
文
学
が
成
立
し
う
る
根
拠
だ
と
説
い
た
。
「
二
十
代
」

第
三
号
で
、
大
岡
信
に
指
摘
さ
れ
た
、
「
賭
け
」
を
実
践
し
た
随
想
で
あ
っ
た
と

い
h

え
ト
4

で円ノ。

巻
末
の
大
岡
信
「
編
集
後
記
」
に
は
、
「
朝
鮮
の
風
土
に
す
で
に
再
び
冬
が
迫

っ
た
」
と
い
う
言
説
や
「
我
我
の
文
学
は
荒
地
か
ら
立
上
る
」
と
い
う
言
説
が

あ
る
。
第
二
号
の
日
野
啓
三

「
編
集
後
記
」
を
受
け
継
い
だ
の
で
あ
ろ
う
。
更

に
そ
の
後
、
次
の
よ
う
な
言
説
が
あ
る
。

日
野
の
評
論
「
現
代
文
学
と
は
何
か
?
」
(
第
二
号
所
載
)
が
加
藤
周

一
氏
に
よ
っ
て
と
り
あ
げ
ら
れ
、
非
常
な
期
待
と
激
励
と
を
受
け
た
。
(
文

学
界
十
二
月
号
)
。
色
々
の
人
々
の
注
目
を
既
に
受
け
た
も
の
で
あ
り
、

加
藤
氏
に
よ
っ
て
こ
L

に
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
の

所
論
が
新
た
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
機
会
を
も
っ
た
こ
と
を
喜
ぶ
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
つ
け
て
も
、
本
口
す
に
日
野
の
ま
と
ま
っ
た
評
論
を
得
る
こ
と

「現代文学」誌上の日野啓三

が
で
き
な
か
っ
た
の
を
残
念
に
思
う
。
「
近
代
文
学
」
十
二
月
号
に
彼
の

堀
田
善
衛
論
が
掲
載
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
「
現
代
文
学
と
は
何
か
?
」
で

展
開
し
た
論
旨
の
一

つ
の
結
晶
で
あ
る
。

つ
い
で
見
ら
れ
ん
こ
と
を
。

大
同
信
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
で
い
る
の
は

九
五

(
昭
和
二
六
)
年

一
一
月
一
日
付
発
行
の

「
文
学
界
」
第
五
巻
第
二
一
号
の

「
特
集
・

一
九
五
一
年

の
文
学
活
動
」
の
「
新
人
」
欄
に
掲
げ
ら
れ
た
、
加
藤
周

「
新
し
い
批
評
家
」

で
あ
る
。
「
一
九
五
一
年
の
同
人
雑
誌
に
は
、
新
し
い
批
評
家
が
活
動
し
た
」
と

し
て
、
「
来
る
べ
き
年
に
」
活
動
が

「
期
待
」
さ
れ
る
批
評
家
と
し
て
、

日
野
啓

コ
一
、
演
田
新
一
、
中
村
稔
、
平
井
啓
之
の
四
人
を
挙
げ
、
日
野
啓
三
の
「
仕
事
」

を
第
一
に
紹
介
し
て
い
る
。
少
し
長
く
な
る
が
、
「
現
代
文
学
と
は
何
か
」

の
内

容
紹
介
も
兼
ね
て
、
次
に
日
野
啓
三
紹
介
部
分
の
言
説
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

日
野
啓
三
は

「
現
代
文
学
と
は
何
か
」
(
「
現
代
文
学
」
第
二
号
)
を
論

じ
、
現
代
が

で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
な
ぜ
文
学
が
必
要
と

「
政
治
的
季
節
」

さ
れ
る
か
と
い
う
理
由
を
や
』
抽
象
的
に
、

し
か
し
は
っ
き
り
と
説
明
し

た
。
彼
の
説
明
は
こ
う
で
あ
る
、
「
政
治
と
は
、

目
的
の
た
め
に
は
い
か

な
る
手
段
も
亦
や
む
を
得
ず
、

と
い
う
原
理
の
上
に
の
み
成
り
立
つ
も
の

で
あ
る
。
」

一
方
、
従
来
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は

手
段
に
固
執
し
て
目

的
を
拒
絶
し
、
現
状
を
容
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
今
で
は
、

49 -

「
目
的
の
た
め
に
手
段
を
え
ら
ん
で
い
ら
れ
る
余
裕
あ
る
幸
福
な
時
代
は

終
っ
た
。
」
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
は
も
は
や
政
治
の
「
目
的
」
に
対
し
て
、
「
手

段
」
を
え
ら
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
、

目
的
と
手
段
と
を
同
時
に
え
ら

び
、
目
的
と
手
段
と
の
矛
盾
の
な
か
で
自
己
を
分
裂
さ
せ
る
他
に
な
い
。

現
代
文
学
と
は
、
そ
の
分
裂
の
自
覚
的
な
表
現
で
あ
る
と
い
う
。
別
な
こ

と
ば
で
い
う
と
、

「
い
づ
れ
か
一
方
に
立
ち
、

己
の
立
場
の
み
を
絶
対
と

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
を
否
定
す
る
こ
と
を
し
な
い
と
い
う
す
ぐ
れ
て
主

体
的
な
決
意
」
が
現
代
文
学
の
根
援
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

日
野
は
そ

こ
で
カ
ミ
ユ
や
ド
ス
ト
エ
ア
ス
キ
ー
や
椎
名
麟
三
を
論
じ
た
が
、

そ
れ
ぞ

れ
の
論
じ
方
に
は
問
題
が
あ
る
と
し
て
も
、
彼
自
身
が
文
学
を
ど
う
考
え

て
い
る
か
と
い
う
あ
ら
す
じ
は
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
う

考
え
方
が
実
存
主
義
的
で
あ
る
か
ど
う
か
、

そ
ん
な
こ
と
は
ど
っ
ち
で
も



「現代文学J誌上の日野啓三

よ
い
。
と
に
か
く
そ
う
い
う
考
え
方
が
強
い
現
実
感
を
も
っ
て
強
調
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
或
は
強
調
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
ニ
と
、

し
か
し
そ

う
い
う
考
え
方
か
ら
具
体
的
な
行
為
の
指
針
を
ひ
き
だ
す
の
は
む
づ
か
し

い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
注
意
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
ろ
う
。

日
野
は

む
づ
か
し
い
と
こ
ろ
に
乗
り
だ
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
、

現
代
が
む
づ
か
し
い
時
代
だ
か
ら
で
あ
る
。
彼
が
彼
の
考
え
方
を
具
体
的

な
場
合
に
応
じ
て
ど
う
展
開
し
て
ゆ
く
か
は
み
も
の
だ
。
文
学
は
時
代
の

現
実
に
ど
こ
か
で
深
く
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

日
野
は
わ
た
く
し
の

読
ん
だ
か
ぎ
り
で
は
必
ず
し
も
綿
密
な
論
理
家
で
は
な
い
が
、
文
学
者
と

し
て
の
現
実
感
覚
は
具
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

N 

「
現
代
文
学
」
第
四
号

「
現
代
文
学
」
第
四
号
の
「
目
次
」
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

詩

1
9
5
1
降
誕
祭
前
後

大
岡

信

評
論

現
代
の
《
人
間
の
僚
件
》

日
野

啓

創
作

防
響
室

丸
山

良日

裸
の
年

nu 

一
九
五
二
(
昭
和
二
七
)
年
五
月
一
臼
に
発
行

山
本
思
外
里

〔
戯
曲
〕
出
雲
の
人
々

金
子

鉄
麿

随
想「

現
代
文
学
」
第
四
号
は
、

中
江

利
忠

開
丘
町
田
口
位
。
ロ

さ
れ
て
い
る
。
編
集
兼
発
行
人

「
現
代
文
学
」
同
人
会
。
編
集
部
は
、
第
二

号
第
三
号
の
発
行
所
と
同
じ
。
印
刷
所
は
世
田
谷
区
北
沢
一
ノ
て
二
七
八

八
重
垣
書
房
一
。
同
人
氏
名
の
記
載
は
な
い
が
、
新
し
い
寄
稿
者
と
し
て
中
江
利

忠
の
名
が
見
ら
れ
る
。
大
岡
信
「
『
向
陵
時
報
』
終
刊
号
の
こ
ろ
」
に
よ
れ
ば
、

「
中
江
利
忠
も
、
ほ
と
ん
ど
文
学
作
品
は
書
か
な
か
っ
た
が
同
人
に
加
わ
っ
て

い
た
。
中
江
は
私
と
同
期
の
文
乙
出
身
で
、
私
が
時
報
委
員
の
時
、
彼
は
庶
務

委
員
だ
っ
た
。
」
と
あ
る
。

日
野
啓
三
の
「
現
代
の
《
人
間
の
僚
件
》
」
は
、
小
林
秀
雄
と
正
宗
白
鳥
と
の

思
想
と
実
生
活
論
争
で
の
小
林
秀
雄
の
次
の
見
解
を
紹
介
す
る
事
か
ら
説
き
起

こ
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

思
想
が
正
し
く
人
間
の
思
想
で
あ
る
た
め
に
は
、
実
生
活
か
ら
こ
そ
出
発

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
そ
し
て
い
つ
か
は
再
び
実
生
活
の
上
に
還
帰
す
る
の
が

よ
い
の
だ
i
i
'思
想
自
身
に
と
っ
て
も
、

又
実
生
活
に
と
っ
て
も
。

同
様
の
こ
と
が

「
自
己
を
語
る
べ
き
か
」
「
世
界
に
つ
い
て
記
述
す
べ
き
か
」

の
問
題
に
も
妥
当
す
る
と
し
て
、
「
ま
ず
己
れ
を
み
、
己
れ
の
周
囲
を
眺
め
」
、
「
漸

nu 

戸

h
d

次
視
野
」
を
「
世
界
の
涯
て
ま
で
拡
大
」
し
、
「
彼
処
極
北
の
認
識
」
に
耐
え
「
そ

2 

こ
不
毛
の
砂
漠
の
思
索
」
を
経
て
、
再
び
「
自
ら
の
周
囲
に
己
れ
自
身
」
に
「
何

物
か
を
持
ち
か
え
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
「
信
念
」
を
述
べ
て
い
る
。
こ

41 

の
「
信
念
」
に
基
づ
き
「
思
索
の
歴
史
」
を
展
開
。
彼
は
彼
自
身
の

「
自
由

6 

希
望
・
幸
福
を
推
論
」
し
「
他
人
と
の
愛
」
に
つ
い
て
論
じ
、
「
推
論
は
再
び
出

っ
て
い
る
。
「
ぼ
く
ら
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
」
は
、
「
ぼ
く
ら
が

発
点
に
戻
」

ぼ
く
ら
の
眼
で
ぼ
く
ら
自
身
の
周
囲
を
み
ま
わ
」
し
、
「
そ
こ
で
明
ら
か
に
み
た

こ
と
を
ぼ
く
ら
の
能
力
に
応
じ
て
確
実
に
実
行
に
う
っ
す
こ
と
」

そ
こ
か
ら
始
る
」
と
。

で

二
切
は

日
野
啓
三
の
文
業
の
核

心
と
な
る
基
本
姿
勢
が
形
成
さ
れ
た
、
重
要
な
評
論
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か

一
三
頁
に
亙
る
力
篇
評
論
で
、

ろ
う
。却

説
、
第
四
号
に
は

「
会
員
募
集
」

の
、
次
の
よ
う
な
広
告
が
掲
げ
ら
れ
て



い
る
。

で
は
、
こ
の
た
び
、
雑
誌
の
発
行
を
確
実
に
し
、
内
容

を
充
実
す
る
た
め
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
と
、
歩
み
を
共
に
し
た
い
と
思

「
現
代
文
学
」

ぃ
、
組
織
の
拡
大
を
計
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

志
を
同
じ
く
す
る
方
々
が
、
会
員
と
し
て
御
参
加
下
さ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。

第
四
号
の
「
編
集
後
記
」
末
尾
に
も
、
次
の
よ
う
な
言
説
が
あ
る
。

ぼ
く
ら
の
さ
』
や
か
な
試
み
も
、
第
二
年
に
入
っ
た
。

今
ま
で
、
種
々
の
都
合
で
、
発
行
日
も
不
定
で
あ
っ
た
が
、
今
後
、
季

刊
の
形
で
年
四
回
は
必
ず
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
(
次
号
は
、

下
旬
発
行
の
予
定
)

七
月

そ
し
て
こ
の
機
会
に
、
歩
み
を
力
強
く
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
に

も
、
さ
ら
に
多
く
の
諸
君
の
参
加
を
望
み
た
い
と
思
い
、
会
員
を
募
っ
て

い
る
。
志
を
同
じ
く
す
る
方
々
は
御
連
絡
の
ほ
ど
を
。

署
名
は

(
M
)
。
丸
山
一
郎
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

V 

「
現
代
文
学
」
第
五
号

「現代文学j誌上の日野啓三

「
現
代
文
学
」
第
五
号
の
目
次
を
示
す
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

詩

神
話
は
今
日
の
中
に
し
か
な
い

大
岡

イ言

創
作

マ
マ
パ
パ
物
語

稲
葉
三
千
男

括
猿

賀
外
山

詩

お
と
づ
れ
に

金

太
中

評
論

「
真
空
地
帯
」
と
反
戦
文
学

中
江

利
忠

U
・
s
-
A
"
に
つ
い
て

天
野

39 

良日

一
九
五
二
(
昭
和
二
七
)
年
七
月
一
日
付
で
発

行
さ
れ
て
い
る
。
編
集
発
行
人
「
金
子
鉄
麿
」
。
発
行
所
は
「
現
代
文
学
」
編
集

部
。
住
所
は
、
第
二
号
第
三
号
の
発
行
所
、
第
四
号
の
編
集
部
と
閉
じ
。
印
刷

「
現
代
文
学
」
第
五
号
は
、

所
は
第
四
号
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

第
四
号
で
の

「
会
員
募
集
」

の
効
果
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
第
五
号
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
「
現
代
文
学
同
人
」
は
、
こ
れ
ま
で
の

「
犬
回
れ
い
子

大
同
信

金
子
鉄
麿

山
本
思
外
里

の
七
名

日
野
啓
三

中
江
利
忠
」

丸
山
一
郎

に
、
新
し
く
「
賀
外
山

稲
葉
三
千
男

の
七
名
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
稲
葉
三
千

天
野
三
郎

金
太
中

高
橋
栄

高
橋
栄
雄

中
山
泰
三
」

男
は
「
二
十
代
」
同
人
で
、
金
太
中
は
大
岡
信
と
同
期
の
特
設
高
等
科
文
科
の
、

中
山
(
演
回
)
泰
三
は
日
野
啓
三
と
同
期
の
文
科
丙
類
の
卒
業
で
あ
っ
た
。

唱-
F
h
d
 

第
五
号
に
は
、

日
野
啓
三
の
稿
は
見
ら
れ
な
い
。

一
九
五
二
(
昭
和
二
七
)

年
に
大
学
を
卒
業
し
読
売
新
聞
の
本
社
外
報
部
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、

身
辺
多
忙
に
な
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
或
い
は
、
「
台
風
の
眼
」
に
、
「
近

代
文
学
」
か
ら
「
原
稿
の
注
文
を
受
け
」
て
「
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
論
」

2 

を
寄
稿
し
た
折
の
想
い
出
を
、
「
自
分
た
ち
の
同
人
誌
の
不
鮮
明
な
ガ
リ
版
文
字

と
ち
が
っ
て
、
自
分
の
書
く
も
の
が
本
も
の
の
活
字
に
印
刷
さ
れ
る
初
め
て
の

経
験
ご
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
辺
の
事
情
も
関
連
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

前
年
に
引
き
続
き
、
日
野
啓
三
は
、

一
九
五
二
(
昭
和
二
七
)
に
は
、
二
月

8 

日
付
発
行
の

「
近
代
文
学
」
第
七
巻
第
二
号
の

「図。
ow国
」
欄
に
「
ジ
ヤ
ン

32 29 46 

ゲ
ノ

1
著
内
山
敏
訳
編
『
深
夜
の
日
記
』
」
を
、
七
月
一
日
付
発
行
の

「
近
代
文

学
」
第
七
巻
第
七
号
の

「ω
o
o
E」
欄
に
「
李
広
田
作
岡
崎
俊
天
訳
『
引
力
』
」

「
近
代
文
学
」
第
七
巻
第
九
号
の

を
、
九
月
一
日
付
発
行
の

「回
oo-a」
欄
に



「現代文学」誌上の日野啓三

「
除
村
吉
太
郎
訳
『
ソ
ヴ
イ
エ
ト
文
学
史
』

I
-
E
」
を
と
書
評
を
掲
げ
、

一
一
月
一
日
付
発
行
の

「
文
学
界
」
第
六
巻
第
一
二
号
の

「
新
人
評
論
特
輯
」
欄

ヲ
」
斗
」
匹
、

文
芸
評
論
家
と
し
て
真
の
デ
ビ
ュ
ー
作
と
な
る
「
虚
点
と
い
う
地
点
!

荒
正
人
論
|
」
を
発
表
し
て
い
る
か
ら
、

ガ
リ
版
同
人
誌
「
現
代
文
学
」

か
ら

は
、
心
が
離
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
も
あ
ろ
う
。

「
現
代
文
学
」

は
、
「
歩
み
を
力
強
く
確
固
た
る
も
の
に
す
る
」

た
め
に
「
組

織
の
拡
大
を
計
」

っ
た
が
、
結
果
は
日
野
啓
三
な
ど
の
寄
稿
も
え
ら
れ
な
く
な

っ
て

こ
の
第
五
号
で
終
刊
し
た
。

日
野
啓
三
に
と
っ
て
は
、
大
岡
信
に
指
摘

さ
れ
た

「
賭
け
」
を
実
践
し

文
学
的
力
量
を
大
き
く
伸
展
さ
せ
た
、
貴
重
な

同
人
雑
誌
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

〔
付
記
〕

1

誌
名
と
引
用
文
中
の
旧
漢
字
は
、

た。ω
こ
の
稿
を
草
す
る
に
際
し
、
ふ
く
や
ま
文
学
館
小
川
由
美
氏
の
助
力
を
戴

い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
な
お
、
二

O
O
六
年
六
月
一

O
日
付
で
個

人
誌
「
日
野
啓
三
研
究
」
第
一
号
を
発
行
さ
れ
た
相
馬
庸
郎
氏
は
、
二

O
O

九
年
八
月
五
日
付
で
第
七
号
(
そ
の
二
)
を
、
二

O
O九
年
九
月
一
五
日
付

で
第
八
号
を
発
行
さ
れ
た
。
日
野
啓
三
の
文
業
に
つ
い
て
の
相
馬
庸
郎
氏
の

真
撃
な
論
究
に
刺
戟
さ
れ
、
ま
た
つ
い
こ
の
よ
う
な
拙
稿
を
草
す
る
仕
儀
と

な
っ
た
。
相
馬
庸
郎
氏
に
も
、
敬
意
と
謝
意
と
を
表
し
て
お
き
た
い
。

つ山Fhu
 

印
刷
の
都
合
を
考
え
、
新
漢
字
に
改
め

(
や
ま
の
う
ち

し
よ
う
し
)




